
A項目における新たな機能評価係数の
候補の絞り込みに当たっての考え方（案）

評価するべき項目
（１） 診断群分類点数表では、評価が困難である、若しくは、当該ＤＰ

Ｃ病院において、特別にコストがかかっているもの

（２） ＤＰＣ病院における医療の質を担保するためのもの
（３） 当該病院に入院する全ＤＰＣ対象患者が負担することが妥当な

もの

（４） 地域として必要な機能と思われるもの

（５） 既に十分なデータがあるもの、又は容易に調査可能なもの

（６） 新たな機能評価係数とすることについて、比較的合意が得られ
やすいもの

（７） 機能評価係数として評価した場合に、病院での診療や診療報酬
の請求において、問題が生じにくいもの

（参考）

（１） 『調整係数が果たしていた役割のうち、「（１）前年度並の収入確

保」については廃止することとし、 「（２）現在の機能評価係数のみ

では対応できていない病院機能の評価」については、新たな「機能

評価係数」として評価できるものを検討する。』

（平成２０年１２月１２日中医協・基本小委において承認）

（２） 調整係数の廃止に当たっては、激変緩和を目的とした段階的廃

止を実施することとされている。

（平成２１年３月２５日中医協・基本小委において承認）
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